
補助事業番号  24-1-153 

補助事業名  平成２４年度 地域ふれあい活動 補助事業 

補助事業者名  千葉県袖ケ浦市立根形中学校 

 

１ 補助事業の概要 

（１）事業の目的 

ア 地元特産品の栽培による地域交流 

 地域の農業従事者と地元特産品である落花生と花の栽培を通して交流し、こど

もたちの地域への関心を高めることを目的として実施した。さらに幅広く交流を

持つために収穫した落花生や花の無料配布イベントを実施する。また、イベント

を行うことにより学習の有用性を理解することもできると考えた。これらの活動

を通して、地域交流と地元特産品への理解への理解を促進し、もって公益の増進

に寄与すると考えた。 

 

（２）実施内容 

  ア．地元特産品や農業に対する学習講座の開催 

  イ．落花生栽培による地域交流 

  ウ．花プランター栽培による地域交流 

  エ．袖ケ浦市農産物直売所「ゆりの里」での落花生無料配布イベント 

  オ．花プランターを地域の施設へ無料配布 

  カ．落花生栽培を実施することによる栽培技術の教材化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜農業センター職員による出張授業＞    ＜３年生による花栽培＞ 

袖ケ浦市の農業や落花生栽培について    ボランティアの方と一緒に、地域に 

教えてもらいました。           配布するためのプランターに花を植え 

                     ました。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜落花生の収穫＞            ＜落花生の無料配布＞ 

 地域の方からお借りした畑で、たくさん  大切に育ててきた落花生を地域の物産 

 の落花生を栽培しました。みんなで力を  館で無料配布しました。多くの利用客 

 合わせて収穫しました。         と交流することができました。 

 

 

 

２ 予想される事業実施効果 

・生徒が地域の活動に参加するようになった。 

・生徒が地域行事に参加したとき、大人から声をかけられるなど交流の輪が広がっ

た。 

・地元方との交流により、農業や地域に対するイメージが向上した。 

・実際に自らの手で栽培することにより、落花生という地元特産品への理解が深ま

った。 

・自分たちの学習が地域とのふれあい活動や中学校のＰＲにつながり、学習の有用

性を実感することができた。 

・補助金を利用することにより、大規模な栽培活動を行うことができ、地域交流の

方法や農業センター、ＪＡとの協力関係を構築することができた。 

 

 

３ 本事業により作成した印刷物等 

なし 

 

 

 

 

 

４ 事業内容についての問い合わせ先 



 

所属機関名： 千葉県袖ケ浦市立根形中学校 

（チバケンソデガウラシリツネガタチュウガッコウ） 

住   所： 299-0254 

千葉県袖ケ浦市三ツ作７４１ 

代 表 者： 校長 今井 裕文（イマイ ヤスフミ） 

担 当 部 署： 技術家庭科主任（ギジュツカテイカシュニン） 

担 当 者 名： 白井 隆太（シライ リュウタ） 

電 話 番 号： ０４３８－６３－０３１１ 

F A X： ０４３８－６３－５３９６ 

E - m a i l： ngc20300@sodegaura.ed.jp 

Ｕ Ｒ Ｌ： http://www.negata-j.ed.jp/  
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